
 

 

フ
ィ
ル
モ
ア
大
統
領
の
国
書 

 

〈
解
読
文
〉 

亜
美
理
駕
大
合
衆
国
大
統
領
役
相
勤
候
、
姓
ハ
斐
謨
、
名
ハ
美
辣
ト
申
者
御

通
申
候
、 

日
本
国 

大
君
主
殿
下
に
ハ
平
安
ニ

被
成
御
座
、
是
ぞ
至
極
尊
む
べ
き
敬
ふ

べ
き
良
友
と
可
申
者
也
、 

今
般
別
段
本
国
の
兵
船
大
臣
海
軍
捴
将
彼
理
な
る
者
を
差
出
、
一
組
の
兵
船

を
引
統
へ
、
国 

書
を
携
へ
、
貴
国
の
御
境
迄
相
越
、
改
て 
殿
下
の
尊
覧
へ
相
備
へ
候
、
扨

右
海
軍
総
将
へ
対
面 

に
て
申
付
候
者
、
我
等
心
中
に
、
前
々
ゟ
貴
国
与
通
好
致
度
實
情
を
、
取
次

申
述
候
ニ

付
、 

殿
下
の
疎
略
に
不
思
召
を
願
ふ
、
今
度
我
両
国
に
て
、
親
友
の
懇
交
を
取
結

始
め
度
に
依
り
、
且
ハ
通
商 

三
ケ
條
を
相
定
め
度
存
し
、
此
度
欽
差
役
彼
理
江

申
付 

貴
国
へ
罷
出
、
右
二

ケ
條
の
儀
取
捌
ん 

た
め
、
君
主
殿
江

御
通
申
候
、
尤
吾
合
衆
国
規
定
の
仕
来
り
に
ハ
諸
役
人
異
国

の
政
礼
抔
差
越 

引
統
候
義
者
、
厳
敷
禁
制
ニ

付
、
此
度
明
白
ニ

此
欽
差
役
の
者
江

申
付
、
貴
地

在
留
之
節
者
、
貴
所 

人
民
な
ど
労
役
・
擾
動
致
間
敷
と
の
事
也
、
扨
当
時
合
衆
国
の
広
大
な
る
事

ハ
、
其
東
西
の
辺 

境
ハ
、
皆
海
洋
迄
相
達
、
其
内
西
界
ハ
、
日
本
国
へ
相
対
し
候
、
若
し
火
輪

船
へ
打
乗
、
加
理
科 

尓
〈
口
偏
〉
唖
省
と
申
地
方
を
離
れ
、
又
ハ
呵
哩
罕
郡
と
申
地
方
よ
り
し
て
、

大
平
海
を
馳
せ
越
候
へ
ハ
、
昼
夜 

十
八
日
に
し
て
貴
国
の
港
口
へ
到
着
致
す
也
、
合
衆
国
の
一
省
名
を
加
理
科

尓
〈
口
偏
〉
唖
と
申
ハ
、
大
国 

に
て
産
物
も
多
く
、
毎
年
黄
金
を
出
す
事
四
千
万
両
程
の
多
さ
に
白
銀
・
水

銀
・
宝
玉
等
諸
物
も
、 

同
様
に
多
く
出
産
す 

日
本
に
も
亦
同
様
に
富
み
肥
へ
、
沢
山
に
宝
物
を
出

産
す
、
人
物
ハ 

聡
明
・
利
発
に
て
、
芸
能
多
く
候
也
、
此
隣
接
の
両
地
相
互
ニ

往
来
セ
ハ
、
必

ら
す
共
々
大
利
益
を 

得
ん
事
疑
な
し
、
我
等
固
ク
此
訳
ニ

付
て
交
易
を
開
か
ん
と
存
す
る
な
り
、
爰

に
兼
而
相
心
得
候
者
、 

（
以
下
略
） 

 
知
ら
せ
申
、
此
国
書
ハ
、
是
正
真
の
品
ニ

て
、
本
国
の
大
玉
璽
と
名
前
と
花

押
を
見
給
ひ
て
、
証
拠
と
致
さ
れ
よ
、 

亜
美
理
駕
大
合
衆
国
の
都
ハ
、
華
盛
頓
と
云
ふ
地
に
在
り
、
西
洋
の
紀
年
一



 

 

千
八
百
五
十
二
年
十
一
月
十
三
日
に
し
て
、
即
ち
壬
子
の
年
十
月
初 （

マ

六 マ
）

日
に

封
す 

 

〈
読
み
下
し
文
〉 

ア
メ
リ
カ
大
合
衆
国
大
統
領
役
相
勤
め
候
、
姓 せ

い

は
フ
ィ
ル
モ
ア
、
名
は
ミ
ラ

ー
ド
と
申
す
者
御
通
申
し
候
、
日
本
国
大
君
主
殿
下
に
は
平
安
に
ご
ざ
な
さ

れ
、
こ
れ
ぞ
至
極

し

ご

く

尊
む
べ
き
敬
う
べ
き
良
友
と
申
す
べ
き
も
の
な
り
、
今
般

別
段
本
国
の
兵
船
大
臣
海
軍
総
将
ペ
リ
ー
な
る
者
を
差
し
出
し
、
一
組
の
兵

船
を
引
き
統 と

う

べ
、
国
書
を
携

た
ず
さ

え
、
貴
国
の
御
境
ま
で
相
越
し
、
改
め
て
殿
下

の
尊 そ

ん

覧 ら
ん

へ
相
備
え
候
、
さ
て
右
海
軍
総
将
へ
対
面
に
て
申
し
つ
け
候
は
、
我

ら
心
中
に
、
前
々
よ
り
貴
国
と
通
好
い
た
し
た
き
実
情
を
、
取
り
つ
ぎ
申
し

述
べ
候
に
つ
き
、
殿
下
の
疎
略

そ
り
ゃ
く

に
思
し
召
さ
ざ
る
を
願
う
、
こ
の
た
び
我
が

両
国
に
て
、
親
友
の
懇
交

こ
ん
こ
う

を
取
り
結
び
始
め
た
き
に
よ
り
、
か
つ
は
通
商
三

ケ
条
を
相
定
め
た
く
存
じ
、
こ
の
た
び
欽
差
役

き

ん
さ

や

く

ペ
リ
ー
へ
申
し
つ
け
、
貴
国

へ
罷 ま

か

か
り
出
で
、
右
二
ケ
条
の
儀
取
り
捌 さ

ば

か
ん
た
め
、
君
主
殿
え
御
通
申
し

候
、
も
っ
と
も
わ
が
合
衆
国
規
定
の
仕 し

来 き
た

り
に
は
諸
役
人
異
国
の
政 せ

い

礼 れ
い

な
ど

差
し
越
し
引
き
統
べ
候
義
は
、
厳
し
き
禁
制
に
つ
き
、
こ
の
た
び
明
白
に
こ

の
欽
差
役
の
者
へ
申
し
つ
け
、
貴
地
在
留
の
節
は
、
貴
所
人
民
な
ど
労
役
・

擾

動

じ
ょ
う
ど
う

致
す
ま
じ
き
と
の
事
也
、
さ
て
当
時
合
衆
国
の
広
大
な
る
事
は
、
そ
の

東
西
の
辺
境
は
、
み
な
海
洋
ま
で
相
達
し
、
そ
の
う
ち
西
界
は
、
日
本
国
へ

相
対
し
候
、
も
し
火
輪
船
へ
打
ち
乗
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
省
と
申
す
地
方

を
離
れ
、
ま
た
は
オ
レ
ゴ
ン
と
申
す
地
方
よ
り
し
て
、
大
平
海
を
馳 は

せ
越
し

候
え
ば
、
昼
夜
十
八
日
に
し
て
貴
国
の
港
口
へ
到
着
致
す
也
、
合
衆
国
の
一

省
名
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
申
す
は
、
大
国
に
て
産
物
も
多
く
、
毎
年
黄
金

を
出
す
こ
と
四
千
万
両
程
の
多
さ
に
白
銀
・
水
銀
・
宝
玉
等
諸
物
も
、
同
様

に
多
く
出
産
す
、
日
本
に
も
ま
た
同
様
に
富
み
肥
え
、
沢
山
に
宝
物
を
出
産

す
、
人
物
は
聡
明

そ
う
め
い

・
利
発

り

は

つ

に
て
、
芸
能
多
く
候
也
、
こ
の
隣
接
の
両
地
相
互

に
往
来
せ
ば
、
必
ず
と
も
ど
も
に
大
利
益
を
得
ん
こ
と
疑
い
な
し
、
我
ら
固

く
こ
の
訳
に
つ
い
て
交
易
を
開
か
ん
と
存
ず
る
な
り
、
こ
こ
に
か
ね
て
相
心

得
候
は
、 

（
以
下
略
） 

知
ら
せ
申
す
、
こ
の
国
書
は
、
こ
れ
正
真
の
品
に
て
、
本
国
の
大
玉
璽 じ

と

名
前
と
花
押

か

お

う

を
見
給 た

ま

い
て
、
証
拠
と
致
さ
れ
よ
、 

ア
メ
リ
カ
大
合
衆
国
の
都
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
い
う
地
に
あ
り
、
西
洋
の
紀

年
一
八
五
二
年
十
一
月
十
三
日
に
し
て
、
す
な
わ
ち
壬

子

み
ず
の
え
ね

の
年
十
月
初
六

日
に
封
す 

  



 

 

〈
用
語
の
解
説
〉 

・
亜
美
理
駕
大
合
衆
国
大
統
領
…
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
。 

・
姓
ハ
斐
謨
、
名
ハ
美
辣
…
ミ
ラ
ー
ド
・
フ
ィ
ル
モ
ア
。 

・
日
本
国
大
君
主
殿
下
…
12
代
将
軍
徳
川
家
慶

い
え
よ
し

。 

・
海
軍
捴
将
彼
理
…
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
ー
。 

・
火
輪
船
…
外
車
式
蒸
気
船
。 

・
華
盛
頓
…
ワ
シ
ン
ト
ン
。 

 

〈
解
説
〉 

 

嘉 か

永 え
い

６
（
１
８
５
３
）
年
、
ペ
リ
ー
率
い
る
東
イ
ン
ド
艦
隊
が
浦
賀
沖
に

来
航
し
た
。
６
月
９
日
、
久
里

く

り

浜 は
ま

に
上
陸
し
た
一
行
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領

フ
ィ
ル
モ
ア
の
国
書
を
浦
賀
奉
行
に
手
渡
し
た
。 

 

史
料
は
、
１
８
５
３
年
11
月
13
日
付
の
フ
ィ
ル
モ
ア
大
統
領
の
国
書
で

あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
金
鉱
発
見
（
１
８
４
８
年
）
に
も
触
れ
て
い

る
。
太
平
洋
を
横
断
し
て
18
日
間
で
到
達
で
き
る
距
離
に
あ
る
こ
と
、
両
国

の
友
好
と
通
商
関
係
の
樹
立
を
求
め
た
部
分
で
あ
る
。 

 

幕
府
は
、
朝
鮮
・
琉
球
以
外
の
国
書
を
受
領
し
な
い
従
来
の
方
針
を
や
ぶ

っ
て
国
書
を
正
式
に
受
け
と
り
、
翌
年
に
回
答
す
る
と
約
束
し
て
と
り
あ
え

ず
退
去
さ
せ
た
。
国
書
に
は
、
お
よ
そ
次
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 

⑴
親
友
の
懇
交
を
結
び
、
通
商
の
条
約
を
定
め
る
。 

 

⑵
ア
メ
リ
カ
は
異
国
の
政
礼
を
犯
す
こ
と
は
な
い
。 

 

⑶
火
輪
船
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
太
平
海
（
太
平
洋
）
を
18
日
で
来
日

で
き
る
。 

 

⑷
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
黄
金
は
価
値
が
高
く
、
日
本
も
富
・
宝
物
が
多
く
、

人
物
は
聡
明
利
発
で
芸
能
多
彩
で
あ
る
。
隣
接
の
両
国
が
往
来
す
れ
ば
、

必
ず
大
利
益
を
得
る
。 

 

⑸
貿
易
を
始
め
て
利
益
が
な
け
れ
ば
中
止
は
可
能
で
あ
り
、
時
期
は
限
定

で
き
る
。 

 

⑹
難
破
し
た
船
員
の
救
助
。 

 

⑺
火
輪
船
の
た
め
の
石
炭
の
供
給
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
幕
府
は
決
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
幕
府
は

ペ
リ
ー
来
日
と
ア
メ
リ
カ
大
統
領
国
書
を
朝
廷
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
先

例
を
や
ぶ
っ
て
諸
大
名
や
幕
臣
に
国
書
へ
の
回
答
に
つ
い
て
意
見
を
提
出

さ
せ
た
。
開
国
は
拒
絶
す
る
が
、
戦
争
も
避
け
る
べ
き
と
す
る
意
見
が
多
数

を
占
め
た
。 

こ
の
措
置
は
朝
廷
を
政
治
の
場
に
引
き
だ
し
て
そ
の
権
威
を
高
め
る
と

同
時
に
、
諸
大
名
に
幕
政
へ
の
発
言
の
機
会
を
与
え
、
こ
れ
ま
で
幕
府
が
独

断
で
決
定
し
て
き
た
政
治
運
営
を
転
換
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。 



 

 

 

史
料
の
表
紙
に
は
「
亜
美
理
駕
願
書
漢
文
和
解

わ

げ

」
と
あ
る
。
幕
府
が
諸
大

名
に
回
覧
し
た
大
統
領
の
国
書
と
ペ
リ
ー
書
簡
の
和
解
（
和
訳
）
で
あ
る
。

漢
文
が
正
本
、
そ
れ
に
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
添
付
さ
れ
、
和
訳
は
正
本
の
漢
文

か
ら
な
さ
れ
た
。
原
文
の
英
語
か
ら
漢
文
へ
訳
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
語
に
訳

さ
れ
た
。
諸
大
名
に
回
覧
し
た
国
書
の
写
し
と
み
ら
れ
る
。 

 

【
参
考
文
献
】 

・
加
藤
祐
三
『
黒
船
異
変
』
岩
波
新
書 

・
井
上
勲
編
『
開
国
と
幕
末
の
動
乱
』
〈
日
本
の
時
代
史
20
〉
吉
川
弘
文
館 

・
『
大
日
本
古
文
書
』〈
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
一
〉
東
京
帝
国
大
学
文
科
大

学
史
料
編
纂
掛 


